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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月9日(2008.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　下式（Ｉ）の脂肪酸類似体またはその塩、プロドラッグもしくは複合体を含んでなる、
増殖性皮膚疾患の予防および／または治療を目的とした医薬組成物：
　　　Ｒ１－［ｘｉ－ＣＨ２］ｎ－ＣＯＯＲ２　　　　　　　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１は、
　　１以上の二重結合を有する、かつ／または１以上の三重結合を有するＣ１－Ｃ２４ア
ルケン、および／または
　　Ｃ１－Ｃ２４アルキン、および／または
　　Ｃ１－Ｃ２４アルキル、または、１個もしくは数個の位置にてフッ素、塩素、ヒドロ
キシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルキルチオ、Ｃ２－Ｃ５アシルオキシ、もし
くはＣ１－Ｃ４アルキルからなる群より選択される１以上の基で置換されたＣ１－Ｃ２４

アルキル
であり、
　Ｒ２は、水素またはＣ１－Ｃ４アルキルを表し、
　ｎは、１～１２の整数であり、
　ｉは、奇数であって、ＣＯＯＲ２に関する位置を示し、
　ｘｉは、互いに独立してＯ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＳｅおよびＣＨ２からなる群より選択
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され、
　ただし、ｘｉの少なくとも１つはＣＨ２でなく、かつ、
　Ｒ１がアルキンまたはアルケンであるとき、炭素－炭素三重結合または二重結合は、（
ω－１）炭素と（ω－２）炭素の間、（ω－２）炭素と（ω－３）炭素の間、または（ω
－３）炭素と（ω－４）炭素の間に位置する］。
　　【請求項２】
　増殖性皮膚疾患が、乾癬、アトピー性皮膚炎、非特異性皮膚炎、原発性刺激性接触皮膚
炎、アレルギー性接触皮膚炎、層状魚鱗癬、表皮剥離性角化症、前癌性日光角化症、およ
び脂漏からなる群より選択される、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項３】
　増殖性皮膚疾患が乾癬である、請求項２に記載の組成物。
　　【請求項４】
　Ｒ１がアルキルである、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項５】
　Ｒ１がアルケンである、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項６】
　化合物がテトラデシルチオ酢酸である、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項７】
　化合物がテトラデシルセレノ酢酸である、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項８】
　局所投写される、請求項１に記載の組成物。
　　【請求項９】
　下式（Ｉ）の脂肪酸類似体またはその塩、プロドラッグもしくは複合体を含んでなる、
増殖阻害および／またはケラチノサイト分化の誘導を目的とした医薬組成物：
　　　Ｒ１－［ｘｉ－ＣＨ２］ｎ－ＣＯＯＲ２　　　　　　（Ｉ）
　［式中、Ｒ１は、
　　１以上の二重結合を有する、かつ／または１以上の三重結合を有するＣ１－Ｃ２４ア
ルケン、および／または
　　Ｃ１－Ｃ２４アルキン、および／または
　　Ｃ１－Ｃ２４アルキル、または、１個もしくは数個の位置にてフッ素、塩素、ヒドロ
キシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルキルチオ、Ｃ２－Ｃ５アシルオキシ、もし
くはＣ１－Ｃ４アルキルからなる群より選択される１以上の基で置換されたＣ１－Ｃ２４

アルキル
であり、
　Ｒ２は、水素またはＣ１－Ｃ４アルキルを表し、
　ｎは、１～１２の整数であり、
　ｉは、奇数であって、ＣＯＯＲ２に関する位置を示し、
　ｘｉは、互いに独立してＯ、Ｓ、ＳＯ、ＳＯ２、ＳｅおよびＣＨ２からなる群より選択
され、
　ただし、ｘｉの少なくとも１つはＣＨ２でなく、かつ、
　Ｒ１がアルキンまたはアルケンであるとき、炭素－炭素三重結合または二重結合は、（
ω－１）炭素と（ω－２）炭素の間、（ω－２）炭素と（ω－３）炭素の間、または（ω
－３）炭素と（ω－４）炭素の間に位置する］。
　　【請求項１０】
　化合物がテトラデシルチオ酢酸である、請求項９に記載の組成物。
　　【請求項１１】
　化合物がテトラデシルセレノ酢酸である、請求項９に記載の組成物。
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